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アルミニウム合金の粒界腐食感受性の評価

アルミニウム合金材料の粒界腐食感受性評価を実施いたします。

アルミニウム合金の粒界腐食試験

Cat.No 3E2J-177-00-211025

アルミニウム合金は添加元素の種類や量、調質などにより結晶粒界に金属間化合物が析出します。この析出状態に
よって結晶粒界近傍が選択的に腐食する現象を粒界腐食とよびます。当社では粒界腐食の感受性評価試験と評価を
実施できます。

・ ASTM G67 5XXX系アルミニウム合金の硝酸暴露後の質量損失による粒界腐食感受性の標準試験法
・ ASTM G110 塩化ナトリウム+過酸化水素溶液中への浸漬による熱処理型アルミニウム合金の粒界腐食抵抗の標準的
評価方法

重量損失による評価イメージ図

浸漬試験イメージ図

試験方法

評価方法

● 試験工程

各規格の方法で実施いたします。

● 浸漬方法

各規格の方法で実施いたします。枚数が多い場合は
治具などで対応いたします。

試験片調整

試験用溶液調整

浸せき試験

評価

機械的・化学的表面調整、重量測定など

質量損失、組織観察など

試験片

温度計

恒温槽

● ASTM G67 質量損失による評価

浸漬試験前後の重量損失を算出し、調質条件による
粒界感受性を判定いたします。必要に応じて組織観察
を実施し評価いたします。

● ASTM G110 粒界腐食評価

浸漬試験後の腐食状況を表面観察や断面組織観察
により確認、粒界近傍の腐食の有無を評価いたします。

粒界腐食
抵抗性材料

非粒界腐食抵抗性材料

組織により
判断が必要

結晶粒界近傍が選択的に腐食

結晶粒

断面組織観察イメージ図

アルミニウム合金の腐食試験と調査

● アルミニウム合金の腐食試験

・ ASTM G85-A1,2,3（AASST、Cyclic Acidified Salt Spray Test、
SWAAT）

・CASS試験（JIS H 8502）

● 腐食試験後の調査

・ 腐食外観観察、断面観察、腐食量 など
・ 腐食因子、腐食生成物、 材料中の介在物・金属間化
合物の観察・分析

※ その他、各種溶液の腐食試験、調査のご要望はお気軽にお問い合わせください。


